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９．参考資料 

(1) 各班のワークショップの結果 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町屋を改修 

→スタジオ 

→地域の人に利

用 

してもらう 

 

地域でのマップ 

づくり 

 

これからも地域と 

繋がっていたい 

 

各大学連携 

→全域で盛り上げていきたい  

【全員】 

 

農村と都市を繋げる 

 

自分たちの活動をどう知って

もらうか   【関学､神大】 

 

 

外からの意見を言うこ

とは重要   【関大】 

 

地域の潜在的な資源を活か

す 【大東文化大】 

 
地域のファン 

→サポーター 

→コミュニティ参加を促す 

 【大東文化大】 

 

地域イベント 

→単発で終わり 

→継続性を持たせるには？ 

 

継続性がない 【関学】 

 

 

１班（学生のみグループ） 

 

 

住んでもらう人に愛着を持っ

てもらうこと 

→定住してもらえるように魅

力あるまち 

【大東文化大】 

 

マップづくり何のために？   【関学】 

→まちの人が気付いていなかった 

まちの良さを再発見してもらえる 

【関大】 

 

学生間の情報共有 【関学】 

情報交換 【大東文化大】 住民のニーズが多様 【関学】 

学生と住民の意識のズレ、 

やりたいこと  【関大】 

関わる地域の人が限られている 

→若い人、女性少ない 【神大】 

地域×学生 
情報交換 

活動拠点に行政、住民、学生 

を集める  【大東文化大】 

学生が住民間の架け橋 

になりたい  【関学】 

関わり続ける 【関大】 

大学同士の連携は？ 

→イベントでの連携が多い 

活動が続くか 

学生がいなくなったとき 

に活動は続く？ 【関学】 

内容の引継ぎ 

１年間の授業が終わった 

あとは？   【関学】 

継続性 

２班（学生のみグループ） 
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ユース六篠（神大） 

・農業体験、ボランティア 

→人材不足 
“誇り”“地域愛” 

インターン利用 【東海大】 

 

柏原まちづくり 

→授業 

→学生いなくなっても大丈夫 

→まちが主体になっていく 

【関学】 

・ゼミ（強制的？） 

・授業で  

・流れで 

→モチベーションの問題 

→離れていってしまう 

関大 

・関わり続けること 

・学生のサイクル 

→新しい人 

活動するためには人数が必要 

→意識高める場が必要 

→宣伝方法 

仕組み 

３班（学生のみグループ） 

 

 

人口減少、高齢化問題 

情報発信 

→マップづくり 

→カフェ 

ワークショップ 

学生×住民 

コミュニケーション 

カフェ 

きっかけづくり 

４班（学生のみグループ） 
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お金の問題 

交通費の問題 

・はじめてのおつかい（学生ならでは） 

・野草クッキング 

・Cafe 

地域で役立っているのか？ 

→学生が関わり、若い力を入れること、知ること、 

広げることが学生にできることでは？ 

→コミュニケーションをとるだけでもいい 

東海大学（政策コンペ） 

～行政と住民と学生～（観光の面から） 

情報を得る 

→イベント、WS、 

アンケート 

一方的にお世話になっている

わけではない 

愛宕祭り（関大） 

→子どもとの関わり 

農家さんとの関わり 

【神大】 
GAP 

学生ができること 

関わり続けることが難しい 

（学生が入れかわる） 

柏原→高齢化 

→観光客を取り戻す 

→昭和 30 年代を再現 

 他大学との関わりも広がればいい 

祭り参加など、内容は似たものだが

切り口が違っていて良い 

３回目のフォーラムだが連携

がとれていない 

→学生が変わるから？ 

特定の人の意見 

住みたいと思うか？ 

・就職したその後 

・住みたくない 

・住まなくてもまた来たい 

５班（学生のみグループ） 

 

 

神大→農業から 

結局本質は一緒では？ 

政策コンペ（東海大） 

・地域活性化 

・神奈川県秦野市 

・ハイキングコース 

・祭りにゼミで参加せず、 

個人的に参加 

→顔見知り 

→PRできれば大きな祭りも可能 

→集客数 UP 

 

関大→建築、まちなみから 
田舎は人が近い 

活動が活発すぎてびっくりしている 

関西はアグレッシブ 【東海大】 

アプローチ 

柏原は観光が充実している 

→でも、観光客少ない 

→誘致しよう 

地域活性化（関学） 

・小学校のニーズ？ 

→自然とのふれあい、野外活動があまり

できない 

→保護者は安全面が心配 

→小学校の代わりにキャンプを 

学生のサイクル→４年、６年 

里山整備、地域活性化【神大】 

・問題点 

→参加するメンバーとしないメンバー 

愛宕祭り（関大、氷上町） 

→つくりもの、人と関わる 

沢野遊園地プロジェクト 

→リアルな問題（お金など） 

やりたいこと 地域のニーズ 

６班（学生のみグループ） 

 

 

若い世代がいない 

→真ん中がぽっかりあいている 
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Uターンなどで帰ってきた人と 

一緒に活動する 

 
フィールドステーション（大学） 

 

イクジウッド（製材所） 

 

沢野集落の方々 

 

各集落の農家さん 

（農作業手伝い） 

 

沢野周辺だけの活動  【関大】 

→もっと広い範囲で活動したい 

→活動を広げるには？ 

“関わり続ける”“ずっと使われるもの” 

→終わらない公園づくり 

M ランドさん 

→バスを出してくれる 

 

中心市街地の活性化 

 

大事なのは継続性 

 

作ること自体はお金さえあればできる 

→今の状態にならないような仕組みづくりが必要 

主要メンバーだけで外野メンバーが 

参加しづらい→学校で集まる 

団体としての成果 

メンバーとの共有 

愛宕祭り 

→地域の人と活動する 

一緒のことをする 

７班（学生のみグループ） 

 

 

学年ごとに活動がバラバラで連携が 

とれていない 

→継続性の点で問題 学年別のグループを繋ぐには？ 

→共通の部室のような場所をつくる 

→そこに人が集まる工夫 

どうやって人を集めている？ 

→・興味を持てること 

・遊びでひっぱる 

 ・やりたい人をピックアップ 

 

交通費はどうしている？ 

ターゲットは絞っている？ 

地域コーディネーターのような 

方はいるか？何人？ 

若者をどうやって集める？ 

活動する地域の“これがいい！”と思

うものを教えてほしい 

地域活性化は実際のところどうなのだろうか？ 

→外部からの呼び込みがそこまで必要なのか分からない 

田舎に今風の家があることに違和感がある 

→集落単位で古民家を建てようという動きはある？ 

サークルに後輩をどう呼び込むかも悩み 

情報の共有化が大事 
モチベーション 

地域に入る視点はさまざま 

他のワークショップにも参加 

活動している地域の目に見え 

ない活性化をしている？ 

８班（学生のみグループ） 

 

 

公園事業（関大）が面白そう 

他学科の特徴の確認をするべき？ 

農学部や政策学部までいろんな視点か

ら取り組んでいることが興味深い 

ディスカッションで他の大学の全く違う学部の

意見を聞くことにより、さらにクオリティの高

いことができる 
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継続的に関われる環境（学生側） 

関学法学部 

・地元小学生対象キャンプ 

・祭りなどのイベント参加 

・地域交流 

子どもに対して、地域について

の授業を行っている（柏原） 

継続していくことが難しい 

→何か形に残せないか？ 

 
役に立っているのか？ 

問題 

遊びの内容が少ない 

→もっと考えていかないといけない 

 
交通手段が発達していない 

担い手不足 

→都市部への流出をどうするか 

９班（学生のみグループ） 

 

 

丹波学生企画部 

・「遊び」WS 

・沢野遊園地 

活動 

東海大学 

・担い手不足に対する政策提案 

神大ユース六篠 

・農家さんのお手伝い 

→農作業やイベントなど

言われればなんでもする 

・特産物がない 

・観光資源 
若い人がいない 

南あわじ市 

・後継者不足などの問題を問題

として考えている部分が薄い 

学生が継続して来てくれない 

→どうしたら来てもらえるか？ 

遠方で学生が来られない地域は？ 

京丹後は学生に来てもらうのが難しい 

熊野古道の道普請のボランティア 

→足が問題 

・学びの場として有意義 

・地域貢献になっているか疑問 

大学自体のマネジメントが必要 

・行政側に受け皿 

・住民と大学の間で

マッチング 

継続のために交通手段の支援必要 

→文科省の支援？ 

学生の活動が毎年積み上げ

られていない 

学生の活動を知らなかった 

関わりがない 

大学が入ることに対して、

地域の不満もたまっている 

若い人が来るだけで嬉しいが

続かない（継続性） 

→地元の負担は大きい 
地元としては、大学側の目標

が分かると嬉しい 

学生を受け入れる地域の住民の

意識が気になる 
地域と学生が信頼関係を持つには？ 

→こうしていきたいというイメージの共有 

地域は外部からの刺激がないと

ダメ、その意味では Good 

学生たちの意識は？ 

１０班（住民、大学、行政グループ） 

 

 

単発型、ゼミ単位 

→滞在型、合宿型へ 
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交通費の問題 

拠点をどう作るか？ 

統一するか？誰が？ 

もうかる農業 

都会なんてキライという人の

サテライトの場はできない？ 

地域ブランドとは？ 

・地域支援 

・学生支援 

課題への貢献 

地域がどのよう

に関わるのか？ 

活動の継続性 

学生の成長が地域の

刺激になれば良い 

豊かな自然が魅力のひとつ 

→獣害対策や保全を地域でどのように 

実践していくかは魅力的な教材 

１１班（住民、大学、行政グループ） 

 

 

・楽しい 

・気持ち良い 

・すがすがしい 

を学生が感じるまちづく

り 

・学生の世代交代 

・教授の指導に縛られすぎ 

・生涯の研究者を育成 

 

6 次産業化 

・1 次×2 次×3 次 

・3 次をいかに 1 次に近づけるべき？ 

学生の時間の問題、忙しい 

→継続 

→研究として結びつけると軽減可能 

・心と心のつながり 

・都市と農村 

受動的な学生が多い 

→導入はそれでも良いが先を

見据えるサポートを 

地域側や受入側との

お付き合いや連絡 

宿泊（場所、コスト）の問題 

域内外の交通、移動の問題 

地域の方々との出会いや

マッチングの難しさ 活動のテーマの絞り方 
大学と地域の関係 

ノウハウ、知識 

→縦の共有 

きっかけと展開 

連 携 の き っ か

け？ 

キーマン必要 

きかっけは先

生 

学生の視点、切り口 

→どう地元で広げる？ 

福住 2030 

→学生きっか

け 
学生は顔見知りになると動く 

大学以外の若者は？ 

卒業したらどうなる？ 

体

制 
大学の組織 

地域連携センター？ 

受け入れる地域側の体制 

拠点施設の運営は？ 

高 齢 者 と

ICT 

学生vs高齢者 

使えるより底上げ 

IT使える高齢者 

１2 班（住民、大学、行政グループ） 

 

 

学生の提案 

どう受け取る？ 

企

業 

インターンシップ 

新聞やメディア 

との連携 

連携支援モデル

のブラッシュア

ップ 

広報→メディアとしての学生 

学生が地域の企

業、 

新商品を取材 

→新聞等へ 

行政補助の効果測定 

→・学生が取材 

 ・行政が交通費対策 

 

効果測定 ビジネス化 

丹波 and篠山 

→三田は？ 

他地域への展開 

吉備国際大学農学部 (淡

路) 

→後継者づくりを意図 
ネット新聞 
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(2) 活動報告パワーポイント資料 

 

  ≪ユース六篠≫ 
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  ≪はたもり≫ 
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  ≪柏原まちづくりプロジェクト≫ 
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  ≪丹波学生企画部≫ 
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